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[ 展示協力 ]  
海上保安庁海洋情報部 /九州大学 /国立科学博物館 /国立情報学研究所
情報通信研究機構 /タマヤ計測システム株式会社 /東京工業大学
東京大学生産技術研究所 /東京電機大学 /ヘンミ計算尺株式会社

[ 主催 ]　  東京理科大学 近代科学資料館

2014 年 6 月 19 日 ( 木 ) ~ 8 月 8 日 ( 金 )
【開館時間】10:00 ~ 16:00
【休館日】日曜日・月曜日　　【入館料】無料
【場所】東京理科大学 神楽坂キャンパス
　　　  近代科学資料館 ２F 企画展示室



微分解析機再生
プロジェクト作業風景

近代科学資料館
２Ｆ　企画展示室

― アナログコンピュータ展 －― アナログコンピュータ展 －
計算する器械たち計算する器械たち

東京理科大学　近代科学資料館
〒162-8601　東京都新宿区神楽坂 1-3
TEL.03-5228-8224    FAX.03-5228-8116
●開館時間　10 : 00 ～ 16 : 00
●休館日　　日曜・月曜・祝日・大学の休業日
http://www.tus.ac.jp/info/setubi/museum

ディジタルコンピュータそのものが
考案されていなかった時代には、
「アナログ的計算手法」として大掛かりな機械装置
を用い、微分方程式や連立方程式を解く研究が
進められていた。
この企画展では、当時の最高水準の技術を用いて実現された
微分解析機の「精巧な回転伝達機構」、さらにそれ以前からある
アナログ計測機プラニメーター（面積計）の機構を紹介する。
ネイピアが対数を発見し、対数表を作成してから今年は丁度
４００年になる。最も普及したアナログコンピュータとして
対数を利用した計算尺の体験コーナーを設け、ネイピアに
ついても紹介する。
実用的に様々な指標を求めるために使われる
図表を用いて方程式を解く方法も展示する。

Museum of Science,TUS

　　Ⅰ　ネイピア
による対数の発見
　　～400年前～　　

Ⅱ　さまざまな
　　　計算尺

Ⅲ　連立方程式を
　　　解く機械Ⅴ-2　学者猿

　コンサル

ヘンミ計算尺

フーラー円筒式らせん型計算尺

プラニメーター

入館無料

　※機械調整のため中止の場合があります。　※機械調整のため中止の場合があります。

１３：3０～　解説ツアー１３：3０～　解説ツアー

■  ８／８（金）■  ８／８（金）

■  ７／５( 土 )１２( 土 )１９( 土 )２６( 土 ) ■  ７／５( 土 )１２( 土 )１９( 土 )２６( 土 ) 

　※生涯学習センターＨＰより申し込み　※生涯学習センターＨＰより申し込み
『コンピュータ誕生と発展の軌跡』『コンピュータ誕生と発展の軌跡』
講演講演

■  ６／２１( 土 )１３：００～１５：００■  ６／２１( 土 )１３：００～１５：００

神楽坂オープンキャンパス開催神楽坂オープンキャンパス開催

アナログ微分解析機実演アナログ微分解析機実演
■  期間中毎日１４：３０～■  期間中毎日１４：３０～

関連イベント関連イベント
日本に唯一現存している
アナログ微分解析機が再始動！
計算する様子をぜひご覧ください。

日本に唯一現存している
アナログ微分解析機が再始動！
計算する様子をぜひご覧ください。

Ⅵ　図表を使って
　答えを求める

調和解析機
　　・
潮候推算機

Ⅳ  微分方程式
　を解く機械

江戸時代の
　対数表

Ⅴ-1　面積がわかる
　  プラニメーター

微分解析機再生

プロジェクト
メイキング映像


	140522-2ポスター(HP用)
	140527アナログ計算機チラシ裏４（HP）K

